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〈Summary〉
  In order to discredit the religious authority, Thomas Hobbes denies the existence of the 
kingdom of God, and the existence of non-material things. However, what he achieves is not a 
negation of religion. In this respect, his philosophy is different from the philosophy of 
Enlightenment maintaining the liberation from religion. While the non-materiality of God is 
denied, the belief in God is maintained in Hobbes. His philosophy identifies the will of God, the 
human’s will for preservation of life and the State that comes from it, and it gives the position of 













ホッブズ研究史において宗教論の重要性を説いた先駆者は，J. G. A. ポコックである 1）。彼の研究
を契機にして，ホッブズ研究において後半部の宗教論が注目されるようになったが，それもホッ
ブズ研究史全体から考えれば，ほんのつい最近のことであると言える。後半部の宗教論の研究に
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る場合には
4 4 4 4 4
，平和と自己防衛のためにそれが必要だと彼が思う限り
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，すすんですべてのもの
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
ごとに対する彼の権利を捨てるべきであり
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が彼に対してもつことを彼が許す自由と同程度であることで満足すべきである
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他人に対して行え
4 4 4 4 4 4 4 4
，という福音書の法であり，また，自分に対してして欲しくないことを他
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人に対してしてはならない
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，自己を統治する私の権利を譲渡する
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。それはあ
4 4 4 4
なたも同じ仕方であなたの権利を彼に譲渡し
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，彼のすべての行為を権威づけるという条件に
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
おいてである
4 4 4 4 4 4
。これが行われると，一つの人格に統一された群衆は国家共同体，ラテン語で
はキウィタスと呼ばれる。これがあの偉大なリヴァイアサン，不死の神
4 4 4 4
（Immortal God）
の下で私たちに平和と守護を享受させてくれる現世の神
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